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概要

ChatGPT[1]などに代表される生成系 AIは，文章・画像・楽曲など様々なコンテンツを生成できる AIの総

称である．ここ数年間で生成系 AIが生成する文章・画像・楽曲などの精度は大きく向上しており，テキスト

で指示するだけで、人間が制作した作品と判別しづらい文章や画像を作り出すことができる AIもある．

近年では生成系 AIを用いることにより，容易に文章，画像等を作成できるため，教育的な問題，倫理的な

問題，法的な問題など様々な問題が発生している [2] [3]．学習に使用されるデータは原則，著作権者の許諾な

しに利用可能なため，任意のクリエイターの作品を無断使用し，その特徴に似せて AIに出力させることもで

きてしまう．その結果，学習元への経済的還元が無かったり，模倣物と競合してしまったりすることに繋が

る．楽曲の面では現在，いくつかの生成 AIモデルが，任意のアーティストの声や歌詞のテンポを学習し，本

物と酷似したトラックを作成する機能を提供している． それらの問題に対処するために，生成系 AIが作成し

たものと，人間が作成したものとを区別できる手法の必要性が上がっており，「AI or Not」 [5] をはじめとし

た画像の判別するツールが開発されている．しかし，楽曲を判別するツールは現在確認できない．

そこで本研究では，AI生成楽曲を判別などの生成系 AIをめざす．本研究では，AI生成楽曲の特徴や人間

が制作した楽曲との差などを調べ，その差を元に AI生成楽曲であるかどうかを判別する AIを作成する．ま

た，AIおよび AI作成楽曲の利害やあり方についての考察を行う．
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1 序論

1.1 本研究の背景

ChatGPT[1]などに代表される生成系 AIは，文章・画像・楽曲など様々なコンテンツを生成できる AIの

総称である．ここ数年間で生成系 AIが生成する文章・画像・楽曲などの精度は大きく向上しており，テキス

トで指示するだけで、人間が制作した作品と判別しづらい文章や画像を作り出すことができる AIもある．

近年では生成系 AIを用いることにより，容易に文章，画像等を作成できるため，教育的な問題，倫理的な

問題，法的な問題など様々な問題が発生している [2] [3]．学習に使用されるデータは原則，著作権者の許諾な

しに利用可能なため，任意のクリエイターの作品を無断使用し，その特徴に似せて AIに出力させることもで

きてしまう．その結果，学習元への経済的還元が無かったり，模倣物と競合してしまったりすることに繋が

る．楽曲の面では現在，いくつかの生成 AIモデルが，任意のアーティストの声や歌詞のテンポを学習し，本

物と酷似したトラックを作成する機能を提供している． それらの問題に対処するために，生成系 AIが作成し

たものと，人間が作成したものとを区別できる手法の必要性が上がっており，「AI or Not」 [5] をはじめとし

た画像の判別するツールが開発されている．しかし，楽曲を判別するツールは現在確認できない．そこで本研

究では，AI生成楽曲を判別などの生成系 AIをめざす．

1.2 本研究の目的

本研究では，AI生成楽曲の特徴や人間が制作した楽曲との差などを調べ，その差を元に AI生成楽曲である

かどうかを判別する AIを作成する．また，AIおよび AI作成楽曲の利害やあり方についての考察を行う．

1.3 本報告書の構成

本報告書の構成は以下の通りである．まず第 2章において本研究の内容について述べる．続いて第 3章にお

いて本研究で作成した特徴検出プログラムについて説明する．第 4章で結果と考察を述べ，最後に第 5章でま

とめと今後の課題を述べる．

2 研究内容

本研究では，楽曲生成 AIのひとつ AIVA [6]を用いて楽曲を生成し，それを音声認識 AIの学習データとす

ることでAI生成楽曲が持つ特徴を検証する．機械学習等で使用するプログラムは，C++言語で作成する．ま

た，AIが生成したものではない楽曲は，「フリー BGM（音楽素材）無料ダウンロード｜DOVA-SYNDROME」

[7]や，「フリー BGM・音楽素材MusMus」 [8]からダウンロードしたものを使用する．

2.1 楽曲を生成

AIVA内で，Chord progressionからランダムに楽器を選択し，1分 30秒～2分 30秒程度の楽曲を 50曲

作成する．また，DOVA-SYNDROMEと MusMus から人間が作曲した同じような長さの楽曲を 50 曲ダウ

ンロードする．

1



2.2 楽曲データの読み取り

本研究では音声ファイルを読み取るためのプログラム (wavDecoder.cpp)を作成し，AIVAで作成したもの

と，DOVA-SYNDROMEやMusMusでダウンロードしたものを，読み取り，データ化したものを bufferに

格納する．

2.3 教師あり学習

楽曲の特徴を得て，教師あり学習でサポートベクトルマシンを用いて，AIと人間の２つのグループに分類

するプログラム (svm.cpp)により機械学習を行う．サポートベクトルマシンとは，２つのクラスに属する学

習データ集合を，マージン (識別面と最も近い学習データとの距離)を最大化するように識別面を定め，線形

分離する機械学習モデルのアルゴリズムである．[9]

2.4 楽曲を判別

学習に使用していない，新たな楽曲の音声データから特徴ベクトルを生成し，SVMモデルを使用して特徴

ベクトルを分類することで，AIが生成したものかどうかを判別させる．

3 特徴検出プログラム

本章では，本研究で作成した楽曲の特徴抽出プログラムについて説明する．付録に本研究で作成した特徴抽

出プログラムのソースを示す．ただし，現時点ではプログラムは未完成である．

以下に本研究で作成したプログラムについて説明する．

3.1 wavDecoder.cpp

PortAudioライブラリにより音声ファイルを開きながら，while文の中で bufferに保存し，情報をテキスト

ファイル (outputdata.txt)に行ごとに追記していく．1，2の場合，「a1.wav」というファイルに対しての処理

を行っているが，9行目を適切なファイル名に変更する．

3.2 svmr.cpp

ファイルから音声データを読み込み，新しい楽曲のデータを格納するためのベクトル「newMusicData」に

格納する．データセットを準備した後，SVMモデルの設定し学習させる．

3.3 classfy.cpp

svm.cpp と同様に，ファイルから新たな音声データを読み込み，新しい楽曲のデータを格納するためのベ

クトル「newMusicData2」に格納する．mlpack::svm::SVM¡¿ svm; で学習済みモデルを読み込み，int型の

predictionに分類の値が入る．
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4 結果と考察

現状，前章 2.2での楽曲情報のデータ化及び，前章 2.2でデータ化したものを 2.3で利用する流れが繋がっ

ておらず，２つのグループに分類するプログラム (svm.cpp)を動作させられていない．その結果，楽曲を生成

AIのものであるかどうかを判別するまでに至らなかった．

考察としては，bufferに格納された音楽データを特徴ベクトルとして使用し，それに対応するクラスラベル

を用意し各音楽データに対してクラス 1またはクラス 2のラベルを割り当てる部分に問題があったと考える．

つまり，svm.cppのデータセットの部分特徴量とラベルを代入する部分を正確に記述することで，正常に動

作するように改善されるだろう．

5 結論・今後の課題

それぞれボーカルありの楽曲で判別できるようにしたかったが，DOVA-SYNDROMEやMusMusにアッ

プロードされているボーカル有りの楽曲が少なく，学習データ不足になると考え，ボーカルの無い楽曲を用

いての研究になった．判別の精度を向上させるには，学習データをさらに増やしていくことが望ましいが，

wavDecoder.cppの 8行目のファイル名を手動で変更し，実行するという動作を何百回と行うことになってし

まうため，その場合はファイル名を読み取る部分を for文で自動化すべきである．また，プログラムをうまく

実行できずエラーになってしまっていたことも多く，思うように研究を進めることができなかった．
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付録 A ソースプログラム

本研究で作成したプログラムのソースファイルを以下に示す．

A.1 wavDecoder.cpp

図 1 wavDecoder.cpp(1)

A.2 svm.cpp

A.3 classify.cpp
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図 2 wavDecoder.cpp(2)
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図 3 svm.cpp
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図 4 class.cpp
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